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⼭本義美

【生活クラブ生協】
首都圏と関西を中心に、北海道から兵庫県
まで、約41万世帯の組合員が集っています。
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1. はじめに

2. 環境省のデータで見る、ごみ問題の推移

3. ごみ問題解決のため、

生活クラブ生協は、ガラスびんのリユースを開始

4. 生活クラブ生協による、びんリユースの成果

5. おわりに
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} 1970～80年代に大量生産・大量消費・大量廃棄による
「最終処分場」のひっ迫が大きな社会問題になりました。

}これを解決するため、生活クラブ生協では、1991～93
年に組合員リーダー参加によるプロジェクトを立ち上げ、
ガラスびんを繰り返し使うこと（GS）を選択しました。

}他方、国は、リデュース・リユースではなく、容器包装リ
サクル法で税金を使ったリサイクルを進めようとしたた
め、残念ながら、日本の3Rはあまり進んでいません。

} GSは、30年前に組合員の直感で選択したものですが、
今日のSDGｓに先じた取り組みであり、未来につながる
“暮らし方の提案と実践”と言えるのではないでしょうか。
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戦後の

高度成長により



5

大量生産・大量消費・大量廃棄

1995年容器包装リサイクル法制定
⇒500ｍｌ入ペットボトルの自粛解禁
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ごみの減り方は少しづつでしかない
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リサイクル率は低迷したまま

→OECD平均リサイクル率40％。 ドイツ64％、韓国58％ ・・・・ 米国36％。
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最終処分場は、厳しい状況が続く
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環境省調査2018年度

家庭ごみは、容器包装が6割
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品質保持に優れる

ガラスびんを優先した

生活クラブ生協では
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素材出典：日本容器包装リサイクル協会

VS
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} 1993年、ごみ問題を解決するため、組合員の
直感で、ガラスびんを繰り返し使うことを選択。

} 1994年全体開始（神奈川・北海道は1993年11月先行）。

GARBAGE REDUCTION FOR

ECOLOGY AND EARTH’S NECESSITY
} 最大の特徴は、効率を高める規格（形）統一

‣ 2000年、牛乳を紙から、びんへ
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【規格統一】

日本独自の一升び

んのしくみを、調味料

やジュースなどに導入

して、回収・選別・洗浄

の効率を飛躍的に向

上しました。

68品目が、６分別で

済んでいます！

びんの肩や裾に、

「Ｒ」マークを刻印。
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びん再使用ネットワークへの拡大
} この取り組みを社会に広げてごみ問題の社会的な解
決を進めるため、1994年にパルシステム連合会やグ
リーンコープ連合、東都生協とともにびん再使用ネット
ワークを設立しました。

} 現在、全国で約270万世帯の組合員がＲびんのリユー
スに取り組んでいます。1994～2021年度のびんネット
全体の累計実績では、3.9億本を供給し、2.6億本を回
収、回収率は66.9％になりました。
（生活クラブ生協では、1.9億本で1.3億本回収、71.6％）

} 残念ながら、一般の社会ではリユースびんが減ってし
まいましたが、SDGｓの時代になり、LOOPや足柄聖河
が登場するなど、ようやく見直され始めています。
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グリーンコープ連合
４２万人

生活クラブ連合会
４１万人

パルシステム連合会
１６３万人

東都生協
２５万人

びん再使用ネットワーク
1994年設立-270万組合員
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ライフサイクルアセスメント
で明らかになった

環境に良いリユースびん

ライフサイクルアセスメント
(Life Cycle Assessment)

資源の採取から製造、輸送、販売、廃棄、リサイクルまで、
すべての段階での環境負荷を総合した評価のこと。
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１本で250ｇ削減

ＣＯ2削減の数値（Ｒびんの場合）
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１本で３５ｇを削減
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生活クラブのびんリユースの成果

} Ｒびんと牛乳びんで、4199ｔの容器資源を回収しました。
→4199ｔは、ジャンボジェット（350ｔ/機）12機分と同じ。

} びんをリサイクルした場合と比べたＣＯ2の削減効果は、

2016ｔになりました。
→2016ｔのＣＯ2は、東京ドーム（124万ｍ3）とほぼ同じ大きさ。

} 自治体の収集費用は、2.5億円を節約しました。
（廃棄物会計調査により、ガラスびんの収集費は平均5.9万円/ｔ）

-2021年度実績-
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グリーンシステムが、2018年11月
環境省グッドライフアワード受賞

https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/report201805-coop.html

https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/report201805-coop.html
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おわりに

► おいしい食べものは、ガラスびん容器に入っています。

► そのびんを、回収して、くり返し使えば使うほど、「ごみ」
や「ＣＯ2」などの環境負荷を減らすことができます。

► 30年に及ぶ、生活クラブ生協によるびんリユースの取
り組みは、未来につながるオルタナティブな“暮らし方
の提案と実践”と言えるのではないでしょうか。

► 世界的にも、SDGｓ達成貢献が求められる時代になり、
一般の社会でもリユースが見直されるようになりました。

► 今後も、「ガラスびんという文化」・「リユースという暮ら
し方」を大切にして、真に持続する社会を目指しましょう。



https://binnet.org/
https://www.youtube.com/watch?v=eIjlSE8QNw0
https://www.youtube.com/watch?v=URrnahq0C98

ご清聴ありがとうございました。

https://binnet.org/
https://www.youtube.com/watch?v=eIjlSE8QNw0
https://www.youtube.com/watch?v=URrnahq0C98

